
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
時
の
輸
送
と
通
信
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

総
社
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
連
携
が
命
を
守
る

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
を
想
定
し
、
総
社
市
か
ら
陸
海
空
路
を
使
い
な
が
ら
被
害
が
予
想
さ
れ
る
地

域
ま
で
模
擬
チ
ー
ム
を
派
遣
す
る
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
実
動
的
な
訓
練
を
今
後
も
積
み
重
ね
、
南

海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
室
（
☎
92
８
５
９
９
）

　

近
い
将
来
発
生
が
予
想
さ
れ

る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し

た
、
輸
送
と
通
信
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
訓
練
が
、
11
月
９
日
、

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア

ム
ダ
や
市
と
災
害
時
応
援
協
定

を
締
結
し
て
い
る
香
川
県
丸
亀

市
の
ほ
か
、
高
知
県
や
徳
島
県

の
自
治
体
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
消
防
機
関
、
医
療
機
関
な
ど

と
合
同
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
訓
練
は
、
総
社
市
か
ら
陸

海
空
路
を
使
い
、
甚
大
な
被
害

が
想
定
さ
れ
る
地
域
ま
で
模
擬

チ
ー
ム
を
派
遣
す
る
も
の
。
チ

ー
ム
の
移
動
に
伴
う
所
要
時
間

や
必
要
な
事
務
手
続
き
な
ど
の

調
査
を
あ
ら
か
じ
め
行
い
、
有

事
の
際
、
円
滑
な
チ
ー
ム
派
遣

を
行
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

出
発
式
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
の

菅
波
茂
さ
ん
は
、「
被
災
地
の

自
治
体
と
支
援
す
る
自
治
体
と

の
連
携
は
と
て
も
大
切
な
こ

と
。
こ
の
訓
練
を
有
意
義
な
も

の
に
し
た
い
」
と
引
き
続
き
南

海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
る
こ
と

の
重
要
性
を
述
べ
、
自
ら
派
遣

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
発
し

ま
し
た
。

　

模
擬
チ
ー
ム
は
、
総
社
市
役

所
か
ら
笠
岡
港
、
笠
岡
空
港
へ

向
け
出
発
。
そ
れ
ぞ
れ
海
路
、

空
路
で
丸
亀
市
を
目
指
し
ま
し

た
。
そ
の
後
は
高
知
県
、
徳
島

県
の
自
治
体
や
医
療
機
関
な
ど

を
訪
れ
、
チ
ー
ム
受
け
入
れ
体

制
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
や
関
係
自
治
体
と

連
携
し
た
訓
練
は
今
回
が
初
め

て
。
今
後
も
密
な
連
携
を
図
り
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
時
に
一

人
で
も
多
く
の
命
を
守
る
体
制

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　四国に向け船に
乗り込むＡＭＤＡ
の菅波代表と市職
員（写真上）。衛
生携帯電話で通信
訓練（写真左）

総社市

笠岡市

阿波市丸亀市

黒潮町

美波町高知市
須崎市

↓同訓練で拠点となった自治体↓

美波町の自主防災組織が
総 社 市 を 視 察

　南海トラフ地震で甚大な被害が予想され
る徳島県美波町の自主防災組織などから
13 人が来総。下原・砂古自主防災組織の
川田嘉会長から自主防災活動の紹介や市職
員による南海トラフ地震発生時の支援概要
の説明などが行われ、災害発生時の対応や
協力体制を再確認しました。

11 月 12 日に市役所で行われた視察研修会

　

長
良
地
内
に
両
備
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
（
岡
山

市
北
区
）
が
整
備
し
た
岡
山
総

社
Ｉ
Ｃ
流
通
セ
ン
タ
ー
。
そ

こ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ

株
式
会
社
が
建
設
し
て
い
た
大

型
物
流
倉
庫
の
２
棟
目
が
し
ゅ

ん
工
し
ま
し
た
。

　

し
ゅ
ん
工
し
た
物
流
倉
庫
の

名
称
は
、
Ｇ
Ｌ
Ｐ
岡
山
総
社

Ⅱツ
ー

。
Ｇ
Ｌ
Ｐ
岡
山
総
社
Ⅰワ
ン

と
同

じ
く
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
５
階
建
て
の
マ
ル
チ

テ
ナ
ン
ト
型
物
流
施
設
で
、
延

床
面
積
は
７
万
８
０
７
２
㎡
。

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
や
最
新
鋭

の
免
震
構
造
を
備
え
、
有
事
の

際
で
も
入
居
企
業
が
事
業
を
継

続
で
き
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
環
境
に
も
配

慮
。
全
館
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
採

用
し
、
蛍
光
灯
と
比
較
し
て
約

70
％
の
消
費
電
力
を
削
減
し
て

い
る
ほ
か
、
屋
上
に
は
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
５
日
に
は
し
ゅ
ん
工
式

が
挙
行
さ
れ
、
帖
ち
ょ
う

佐さ

義
之
社

長
は
、
「
こ
の
地
は
物
流
拠
点

と
し
て
適
し
て
い
る
。
災
害
が

少
な
い
地
の
利
を
生
か
し
、
関

西
、
四
国
、
山
陰
な
ど
の
エ
リ

ア
を
カ
バ
ー
で
き
れ
ば
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

入
居
企
業
は
現
在
募
集

中
。
雇
用
は
、
Ｇ
Ｌ
Ｐ
岡

山
総
社
Ⅰ
の
稼
働
率
が
９

割
を
超
え
て
約
５
０
０
人

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
棟

合
わ
せ
て
１
０
０
０
人
程

度
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｇ
Ｌ
Ｐ
岡
山
総

社
Ⅱ
の
北
側
で
は
、
日
本

郵
便
株
式
会
社
と
日
本
郵

便
輸
送
株
式
会
社
が
、
郵

便
・
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再

編
に
伴
う
大
型
の
新
拠
点
を
建

設
予
定
。
こ
れ
は
各
地
域
の
集

配
郵
便
局
で
行
っ
て
い
る
区
分

作
業
を
集
約
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
全
体
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

る
も
の
。
稼
動
は
平
成
28
年
冬

ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。　日本郵便株式会社、日本郵便輸送株式会社の進出予定地。

造成工事はすでに完了している

ＧＬＰ岡山総社Ⅱ
しゅん工

企業立地で
まちの姿が

変わる

　

昨
年
11
月
に
工
事
着
工
し
、
今
秋
の
完
成
を
目
指
し

て
い
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
パ

テ
ィ
ー
ズ
株
式
会
社
（
Ｇ
Ｌ
Ｐ
、
東
京
都
港
区
）
の
大

型
物
流
倉
庫
が
し
ゅ
ん
工
し
ま
し
た
。

　

問
い
合
わ
せ　

企
業
誘
致
対
策
室
（
☎
92
８
２
７
９
）
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